
　対話とは、【向かい合って話すこと】と一般的には言われていま
すが、英語では対話は「dialogue（ダイアローグ）」と訳され、【相
互理解をしていくコミュニケーション】という意味があります。
　そこで、この本では、対話という概念をもう少し広義にとらえ、
教師が活用できる対話力として２つの要素に分けています。
　１つは、子どもたちや保護者、教師同士に使える【１対１の対話
力】。もう１つは、授業の進行やクラスでの話し合いにつかえる【1
対多のファシリテーション力】です。教師自身がこの２つの力を高
めていくことで、手法の選択肢が広がり、より楽しく、より充実し
た教育を実践できるのではないかという考えからこの本が企画され
ました。そこで、この本では、対話力の基本的なところから、実践
的なところまでを事例を交えて紹介しています。
　Chapter１では、対話の効果と対話力を高めるためにおさえて
おきたいキーワードを中心に紹介しています。Chapter２では、
教師の１対１の対話力とファシリテーション力を高めるための基本
的なヒントを紹介しています。Chapter３、４では、クラスでつ
かえるファシリテーション力に特化したスキルを紹介しています。
　そして、Chapter５～７では、安心感をもって、お互いを尊重
して話せるファシリテーションの方法を３つのステップで実践でき
るように紹介しています。
　この本を読んでいただくことで、先生ご自身が数々の実践によっ
て培われた貴重な経験則を体系化していただき、対話力を高める一
助にしていただければ幸いです。
　最後に、対話力を体系化し、教育現場の実践に合わせたかたちで
執筆していただいた丸岡慎弥先生、そして、これまで、セミナーを
受講いただく中で、たくさんの知見を共有いただいた先生方に心か
ら感謝と御礼を申し上げます。

教育コーチ 吉田 忍

監修のことば
教師に必要な対話力とは？
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　｢主体的・対話的で深い学び」というキーワードが文部科学省か

ら打ち出されました。　

　きっと、みなさんの教室でも、子どもたちの話し合い活動（対話）

を多く取り入れていることと思います。

　今こそ、その子どもたちの「対話」を見つめなおしてみませんか。

　例えば、クラスでの話し合い活動を思い出していただき、次の問

いについて考えてみてください。

　この 2つの質問に自信をもって「はい」と答えていただけるならば、

本書を読んでいただく必要はないかもしれません。きっと、そんな

先生にとっては、本書の内容は当たり前のことと思います。

　しかし、「子どもたちは対話をすることに効果や必要性を感じてい

るだろうか？」「子どもたちは本当に対話をしたいと思って活動に

取り組んでいるのだろうか？」と、少しでも不安や疑問を抱かれた

先生は、ぜひ本書を覗いてみてください。

　本書では次のことを紹介しています。

　こうしたことに少しでも興味を示してくださった先生には、必ず

やお役に立てる内容になっています。また、「話し合い活動を取り

入れなければいけないから……」「話し合いをすれば、なんとなく

子どもたちが生き生きしているように感じるから……」と、対話を

させることに自信をもてない先生にも、その悩みを解消することの

できる内容になっています。ぜひ、本書に書かれていることをクラ

スで実践していただき、先生自身やクラスの子どもたちの対話力を

ぐんと引き上げていってください。

　対話力を向上させることで、今までにない感覚が授業やクラスの

中で得られることでしょう。

➡ 対話という活動に子どもたちが効果や必要性を　
　 感じているか？

➡ 子どもたちは「話し合いたい」「話し合うべき」と
　 思って対話という活動に取り組んでいるか？

➡ 対話をすることで授業や学級経営に
　 もたらされる効果

➡ 対話を向上させるために知っておきたいこと

➡ 教師のための対話スキル

➡ 対話をよりよくするための板書や机配置

➡ 子どもたちのための対話スキル

はじめに
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　この 2点は、私自身が教師を行っていく中で、対話を大切にし

続け、得ることのできた大きな感覚なのです。「主体的・対話的で

深い学び」を生み出すには、どうしても「対話力を鍛える」ことが

必要であることに気が付くことができたのです。

　｢主体的・対話的で深い学び」が打ち出されはしたものの、「対話

力が高いとはどういうことなのか？」「どうやったら対話力を向上

させることができるのか？」「対話はなぜ必要なのか？」といった

ことが、まだ議論されているとは言えません。研修会に参加しても、

対話についての専門的な知識やスキルは伝達されていないのが現状

です。

　対話力を身につけた子どもは、自分たちの可能性をどんどん対話

を行い続けていくことで切り拓いていくのです。ぜひ、本書で紹介

している実践を参考にしていただき、すべての先生に対話力を向上

させてほしいと願っています。

　さあ、対話力をアップさせ、授業やクラスをよりよいものへと変

えていきましょう！

➡ 対話力を高めることで、子どもの学習意欲を
　 引き出し、主体性をもたせることができる

➡ 対話力を高めることで、一段上の人間関係を
　 構築することができる

丸岡慎弥 　　
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1-3

W O R K

プラス言葉をつかうと前向きに、マイナス言葉をつ
かうと後ろ向きになることを説明する。

４人グループをつくり、1分間、マイナス言葉だけを
言い合わせる。（例：「どうせできない」「授業なんて
おもしろくない」「勉強めんどくさい」など）

次に、1分間、プラス言葉だけを言い合わせる。
（例：「やればできる !!｣「授業は最高に楽しい！」「勉
強ほどおもしろいものはない！」など）

日頃から、子どもたちが悪い言葉をつかっているのを聞いたら、すぐにそ
の逆にあたる良い言葉を考えて、子どもたちに伝えていきましょう。

言葉の力を感じ取るワーク

1

2

3

ADVICE !

言葉も含めて、これまで気付くことができなかった「声」が聞こえてき
ます。「対話」をよりよくし、ひいてはクラスの状態をよくすることへ
の第一歩は、教師が常に子どもたちの対話を知ることです。
知ることで、よくしていくための手掛かりが得られるのです。学級経営成功のカギは「対話」

毎日つかう膨大な数の言葉。「その言葉をどうつかうのか？」が大切！

人はどれだけの言葉をつかうのか
人は 1日に６万秒程度意識のある状態（つまり起きている状態）にあ
ると聞いたことがあります。そして、その間、常になんらかの思考（自
己内対話）をしているはずですが、その対話のためには言葉をつかう必
要があります。1秒間に 1語つかっていると考えると、1日に６万語つ
かっていることになります（実際には、もっと多いかもしれません）。
その「６万語をどうするのか？」によって、クラスの雰囲気や 1人ひ

とりの子どもの成長が大きく変わってきます。

クラスでは75万6000語　
クラスで考えてみましょう。子どもたちが学校にいる時間を 1人 1

日７時間（６時限授業）として、７時間を秒にすると 2万 5200 秒になり、
30 人学級であれば 75 万 6000 秒となります。これをつかわれる言葉の
数に換算すると、なんと 75万 6000 語。この膨大な数の言葉による対話
が、「良い言葉の対話」となるのか「悪い言葉の対話」となるのかで、ク
ラスの状態が大きく左右されることに説明は必要ないでしょう。

子どもたちの言葉に耳をすます　
クラスの子どもたちが、毎日どのような言葉をつかっているかという
ことにもっと敏感になりましょう。敏感になることで、良い言葉も悪い
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